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他人の畑で雑句ザク！
流れよ、我が心霊よ！と、嘘つきは言った。
ドラゴン(松岡ヒロシ)







　前回のあらましですが、普段から勉強もろくすっぽせず、ボンヤリしているだけだった少年時代の私。しかしながら物心がつきはじめれば、なんとか女の子に近づきたい、モテたいという一途な思いが出てくるものです。そこで無い知恵を総動員して考えた末、女の子には怖い話、といいますか、心霊話が効果的だと気付きましました。しかし、もっと女の子にググッと近づくためには、心霊ライバルだったうるさ方B子たちによる、雑誌や人づてからのキャーキャー心霊話にはない私独自のインパクトが欲しく、その上、バカ、ビンボー、ブサイクの三重苦からの解脱と教室内階級の向上もついでに求めた結果、「恐怖の心霊写真集」に出会いました。それからは怖いながらも心霊番組などを積極的に見て、心霊科学という大仰な響きで常識的な大人の顔をもシカめさせるものにハマりこみ、「九九は怪しいけど、少年ドラゴンは心霊の専門家」という評価をされはじめたことで、念願だった女の子グループに出入りできるようになったのです。いい匂いと「ちょっとお菓子取ってくるね」と動く度に、チラチラとスカートの隙間から見えるイチゴのプリントが眩しい白いものに満足する日が、ついに私にもやってきました。しかし、心霊本やら心霊番組を取り巻く用語や言い回しを私なりにじっくり観察して、あまりにも専門家的な口調を9歳にしてマネした結果、ある女の子の少々のんびりした母親の一言で、私は霊能者だと宣言をしてしまうことになったのです……。







「霊が見えたりもしてるんじゃないの？」と、言われて「はい」と言った以上、もう後には引けません。今は心霊の専門家として教室内階級上位の女の子グループを行き来し、本来なら私が所属する、教室内階級最下層の薄汚い仲間たちと一緒にいては決して経験のできない、大変によろしい思いをそう簡単には手放せません。

「まっちゃ(当時の私のあだ名)って霊が見えるの?」

　女の子たちはそりゃ当たり前ですがざわつき始めます。ますます、私の地位が上がっていくのが目に見えてわかります。欽ちゃんの仮装大賞のステージ横ランプのようなものが、プププと音を上げている最中なのです。「カントク?、もうちょっとあげてやってよ?」と、欽ちゃんが審査員に交渉しているスリリングなひと時なのです。ここはジッと成り行きを見守るしかありません。

　女の子たちは、憧れにも似た視線を私に向けるようになりました。それには少し怖さも混じっているのが頭の悪い私にもわかりましたので、私はえもいわれぬ征服感のようなものも噛み締め、ぬっぷり満足感に浸っていました。アダルトビデオに出ている娘が、いいとこの家のお嬢さんだったりするとうれしい、それに似たものだと思います。いや、違うかもしれませんね。




　しかし困った事があります。

　私のスッカラカンに無い霊能力を試すかの如く、夏休みの真っ只中でしたので、女の子たちの口コミで私に直接いろいろな心霊話、といいますか、「夜、天井からミシミシ音が鳴ったんだけど、これって幽霊なんかな」なんていう程度の低い心霊相談が男女問わず来るようになってしまったのです。

　私は女の子たちに囲まれていたいのです。近所のいつも同じシミだらけの体操服を着た、足の臭い漂う薄汚い男子なんかと膝を突き合わせて話しなんぞしたくないのです。しかしここで「んなもん知らんわ」とやってしまっては、せっかく仲間内の階級評価が上がりつつあり、ちょっとした人気者にもなりつつある状況が消えてしまいます。もともと、これっぽっちも霊能力なんてないものの上にある人気なんですから尚更です。薄汚い男子がうちに来て麦茶をガブ飲みされた挙句長居されると、これは本当に面倒くさいのです。しかしそこは前回同様、心霊特番あなたの知らない世界で優しくそよ風のような解説をする、財団法人日本心霊科学協会理事・新倉イワオ先生のニークライズムと、恐怖の心霊写真集での硬派な解説が男のなんたるかを語る、中岡俊哉先生の「これは霊波からすれば土地に因縁のある非常に強い霊障をもたらす地縛霊と鑑定できる。ただちに浄霊しなければいけない」というような恐怖のナカオカ砲にて、優しくとも怖い、ノラリクラリと何を言っているのか自分でもわからないことをペラペラ適当に話し、相手を煙に巻いて相談を(霊査)して解決していました。




　そんな、霊能者まっちゃ先生のもとに、一人の中年女性が現れました。

　朝のラジオ体操を終えて帰宅した後、テレビを点けボートレースガイドからのポンキッキを観ながら「さあ、今日はのりこちゃん家にでも行ってみるかな、今日もスカートかな」などとニヤけていたら、テレビから「カモメが空を飛ぶぅ?よ?」と、すでにポンキッキはエンディングに入っていたので、早速のりこちゃんの家に行こうとマンガ「うしろの百太郎」片手にうちを出たところ、この中年女性はうちの前にやってきたのです。

　この中年女性、近所に住む1つ学年が下の、うっすら「あ、こいつとんでもねぇバカだな」という雰囲気を醸し出しているN君という男の子の母親でした。

　でっぷりとしたこのお母さんは、今にして思えば、お笑い芸人のドランクドラゴン塚地が女装したような感じで、何がどうというわけではないのですが、幼い私にはとても怖く感じられました。

　私は「Nくんのおかあさん、おはようございます」と、反射的に学校でプログラミングされたあいさつをリズムマシーンのように吐き出しながらも、普段あまり見ることのない迫力あるでっぷりしたN君のお母さんが目の前にいることにかなり戸惑い、私はそのまま通り過ぎることができず、その場で固まってしまいました。

　するとN君のお母さんは私を見下ろしながら、こう言いました。

「松岡君て霊が見えるんやって？」

　私は、あっやばい！これは僕のハッタリが近所の人にまで知れている。あのリカん家の母ちゃんいろいろ触れ回ってやがるな、まいったな、今さら大人にウソなんて言えんやんか、みんなにウソってバレたらどうする……等と、私は頭の中で霊能者まっちゃ緊急会議を開いて、下を向いてますます固まってしまいました。そんな私を前にN君のお母さんはジッと黙っていました。

　ふと顔を上げて見るとでっぷりした腹越しに見えるN君のお母さんは、黙ってはいるものの何やらとても焦っているようにも見えました。そこで私はひとつ賭けをしました。この顔は私に文句や霊能力を試しに来たんじゃないと。私を本当に霊能者だと思ってるんだと。当時の私は、ちょっとした顔色の変化にも敏感な、人生最大の詐欺師的才能が爆発していた時期なのでしょう。これがアダとなりました。

「僕が霊能者やとか、よそには内緒にしとってほしいです。見えとるというか感じるような程度だもんで僕にも限界があるもんで」

　N君のお母さんは私に迫力ある体をグッと寄せてかがみ、間髪入れずに小声でこう言いました。

「わかっとるから、ちょっとウチに来て見てよ」

　付いて来いという合図なのか、ポンポンと私の肩を叩き、くるりと踵を返したN君のお母さんはノシノシ歩るきはじめました。私は、あゝやっぱ僕の無い霊能力を疑ってるわけではないんだな、よしよし……と、少々ほっとしながら「うしろの百太郎」を慌ててうちのポストに入れ、石切場にある巨石のようなN君のお母さんの背中を追っていきました。




　N君の住んでいるところは、戦後のどさくさに紛れて建てられた木造長屋の残骸みたいなところで、黒澤明の「どん底」の撮影セットそこのけ、今にも崩れるんじゃないか、外で暮らしていたほうが安心して寝られるんじゃないかと思えるようなバラックでした。

　その残骸長屋は三軒繋がりで三棟ありましたが、その一帯にはN君一家しか入居しておらず、隣りに錆びと廃油にまみれた古い工場もあって日当たりもあまり良くないような、真夏の暑い時期なのに薄暗く背中に冷たいものが走る、といいますか、何か禍々しいものが日常的に生まれているのがヒシヒシ感じられる場所でした。と同時に、私の家も相当な貧乏でしたが、上には上があるんだな、こんなところでも一家でたくましく生きていけるんだなと、少し感心をしていたことも思い出されます。

　N君の家の玄関先には、大量のビール瓶や安焼酎のボトルが積んである、といいますか、ごちゃごちゃに投げ捨てられていました。開け放たれた玄関を入ると、昭和の後期には既にお目にかかれなかった荒んだ土間がありましたが、外からの見てくれに中は暗いんだろうなと覚悟はしていました。玄関内にもある投げ捨てられた大量のアルコール類の瓶に、子供ながら私は何かドス黒いものを感じつつ意を決していざ土間の奥へと踏み込むと、そこは9歳児の想像をはるかに超える暗さでした。夏の午前の太陽ですぼまった幼い瞳孔には、延々と続く漆黒の闇がキラキラした外界を全て吸い込んでしまったかのような魔界がそこには広がっていたのです。

　私は本能的に「まずい場所に来ちゃった」と暗闇に溺れて窒息しそうになっていたところ、でっぷり母さんは土間で戸惑う私に気づいたようで「暗いやろ？」と、薄っすら見えはじめてきた室内の奥から、モノリスのような巨体の影をこちらに向けて揺らめいていました。

「なんか飲む？コーラ？サイダー？お茶？」

「朝ご飯食べた？あっほうか、アイスもあるけど、いらん？」

　依然、土間で立ちすくんでいる私がプイと逃げる隙を与えないかのように、闇の奥の影が矢継ぎ早にしゃべりかけてきます。私はここで何か飲み物や食べ物をもらったりしたら、それこそ何か非常に邪悪なものが体内に入ってしまうんじゃないか、もうここから一生出られないんじゃないか、というような恐怖に背中を舐められていて硬直していました。




「そんなとこおらんで、ちょっと上がっていきゃって！」

　突然強い信号がモノリスから発せられました。

　私はかなりビクっとなりましたが、同時に「なんで連れてこられて怒られなきゃいかんのや」と少々怒りも覚えました。

　そこで私は暗闇を見上げながらこう言いました。

「ああ、ご先祖さんも困っとるね。ちょっとここはいろいろな悪霊が出入りしとってちょっとあかんように感じます」

　モノリスから明らかに驚いたような上ずった声色が聞こえてきました。

「やっぱりわかるの？」

　影しか見えないながら、今度はN君のお母さんが先ほどの私のように硬直しはじめたのがわかりました。

「まず、N君のお父さんがなんかだいぶ悪い影響を受けとるのが見えるような気がしとって」

　そんなことは、玄関周辺にある酒瓶を見れば子供でもわかります。しかし、N君のお母さんは冷静さを失っているようで「わかるんだ、ハァやっぱりわかるんだ」と暗闇の奥から呟いていました。

　そこにN君が漆黒の淵からヌボーっと現れました。どうやら寝起きのようです。暗闇に映える白のランニングを白のブリーフにインした姿は、小3にしてすっかり人生に疲れたおっさんのようなドーンと突き出た腹がさらに強調され、お母さんの遺伝子を強く感じさせる頭が悪そうな男の子でした。N君は私たちには一切構わず「お母さん喉乾いた、コーラ」と言いつつ、先ほどからこの魔界に相応しい香りを漂わせていた玄関横にあるボットン便所へ吸い込まれていきました。その刹那、便所から「ビチビチブパー、ブブ！」という、およそ小3には似つかわしくない音を出したかと思えば、「カァーっ！……ペッ」とやる始末。




「地獄だ……。」




　そう私は心の中でつぶやきました。

　そんな地獄のファンファーレのような音を最後に、便所からの一切の音と気配が消えました。

　不気味なことにN君なぞ最初からいなかったかのように、N君のお母さんはまた私に「はいほれ、上がっていきゃあよ」と言ってきます。私はここで逃げたら、このでっぷり母ちゃんが周りに何を言うやらわからないと思い、覚悟を決めてついに魔界へと身を投げました。

「やっぱりわかるんやね?。本当うちは困っとってね、絶対なんかあるんやないかって思っとってさ、急にごめんね」

　N君のお母さんは私にそう謝りながら、手まねきで私がはいほいと座らされた、擦り切れた畳敷きの居間にある埃まみれのコタツ机に湯呑みを出して、炭酸が抜けかかったサイダーをチビチビ注ぎはじめました。

「もうね、Nの父さんはいっつも飲んどるし、Nもタワケやろ？どうしたらええかわからんわ」

　そんなこと9歳の子供に言われても、こっちこそどうしたらええかわからんのです。私はサイダーをぐいっと飲んで、うちのスナックに来ていた酔客をマネて、腕組みをしながらコタツの上に置いたサイダー入り湯呑みをちょいちょい触りながら、ジッと目をつむっていました。

「なんか他に見えとるんやろ？ほうやない？」

　N君のお母さんは、私の前に座りなおしてじれったそうにそう聞いてきました。このとき私は、ニークラスタイルでいくかナカオカスタイルでいくか迷っていました。しかしながらここに長居するのはガマンできません。まだついこの前にデビューしたばかりで設定を決めていない(霊能者、透視能力者)として、ここを切り抜けることに決めました。

　私は「うしろの百太郎」に出てきた船越霊媒のマネをして、座禅のような形に座りなおして(霊査)をしました。

「おばさん、最近墓参り行っとる？行っとらんように見えるけど」

　私は目をつむりながらも、N君のお母さんがこちらに身を乗り出してきたのがわかりました。

「なんかね、多分浮遊霊だと思うんやけど、へんな霊がこのあたりをうろちょろしとるのを感じるんやわ」

　N君のお母さんはさらっと言いました。

「……お墓参りはちゃんと行っとるよ」

　私は「あっ、ハズレた。ヤバ、なんか百太郎かあなたの知らない世界でいいのなかったかな、えっとえっと」と(精神統一)をしていました。すると「そうだ！」と、百太郎で読んだ神棚のエピソードを思い出し、こう取り繕いました。

「うーん、仏壇かな？ちゃんと仏壇きれいにしとる？やっぱりなんか先祖に関係があるんやよ」

　神棚と言わなければいけないところを、緊張と焦りから仏壇と言ってしまいました。言いながら「しまった！」とますます緊張したのですが、しかしこれが見事N君のお母さんの豊満な腹を直撃しました。

「えっ、わかるの！うちは仏壇置いとらんもんで気になっとったんやて！」

　私は内心、当たったヤッホーのガッツポーズを取りましたが、それを悟られないよう極めて小4らしくない落ち着いた口調で続けました。

「おじさん、霊障で体悪いはずだもんで、ご先祖に線香あげてちゃんと供養するといいと思うよ。ほんで」

「ご先祖供養はわかっとるけど、霊障ってなに？」と、N君のお母さんのおとぼけで話の腰を折ってきましたが、めんどくさいのでそのまま目をゆっくり開けて無視しました。

「ほんでうちにおる悪霊は取れるんやろ？松岡君はそういうこともできるって聞いとるよ」

　一体誰がそんなことを言っているのか？私は成り行きの嘘つきですが、そんな霊をどうこうするなんて大それたことを言うつもりも言った覚えもありません。私に霊能があるという話に、一週間も経たないうちにそんな尾ひれが付いてしまっていたのです。げに恐ろしきは暇な主婦と暇なガキのネットワークです。霊が見えるまっちゃから霊媒師まっちゃにされて、しかも近所のネジの緩い巨体の母ちゃんがそんな子供の話を信じて9歳の子供に除霊を依頼する。幼いながらもだんだん私は怖くなっていき、私はトーンダウンをしなければいけないと思いました。

「おばさん、僕も見えとるような感じがしとるだけだでね。まだ修行中だもんで、みんなにも僕が霊が見えるとか除霊ができるとか言ったらあかんよ」

　と、薄暗がりに鈍くこちらを見ているこの不気味な主婦に、9歳のガキが釘を刺しました。その直後、便所から静かにN君が出てきました。N君は相変わらず私が目に入らないのかN君のお母さんの飲みかけのサイダーを奪いゴクゴク飲み、そのまま横にねっころがってマンガ雑誌を読みはじめました。

「N、もう松岡君が霊が見えてお祓いができるとか言ったらあかんよ、ええか？」

　N君は全くマンガ雑誌から目を離さず「おーん」と生返事をしました。

　尾ひれはこのタワケのせいか！まあ私が霊が見えるなんて言ったのが悪いのですが、普段私とほとんど接触のないこのタワケが、まさかそのショートしたノー味噌で私を霊媒師に変換しているなどとは思いもよりませんでした。ですが、そのことよりなにより、一体どこから私に霊能があるという話が伝わったのか疑問でしたし、親子でそんな話をしていることにも、何やら不気味な頭の緩さを感じさせました。




　その後、私の霊能はウソだという致命的な評判が流れることもなく、夏休みの自由研究に心霊写真を取り上げる等、私のハッタリ心霊専門家っぷりで教室内階級も上位に食い込みました。もちろん、以前からの薄汚く臭い連中との友情は保持しつつも、ピアノを習う女の子の家に集まる際には、自宅にあった「少年少女のための世界の名曲集」というクラシックのレコード集を持っていくなど、「頭のデキは低いけど、文化的には高い」という位置付けで、優等生女子グループとも仲の良いお茶目なバカとして定着しました。小学校しか出ていないながらも総理大臣になった田中角栄のように、心霊を突き詰め人タラシここに極まれりというような活躍を見せ、小4の夏は過ぎ去りました。

　さあ、この二学期から私の優雅でいい匂いのする柔らかくも美しい小学生ライフがはじまる！ヤアヤアヤア！！といって、あれだけやらなかった宿題をやりはじめた初秋、夕食の時間に親からこんなことを言われたのです。







「ヒロシ、再来週○○へ引っ越すから友達に挨拶はしときなさいよ」







終
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「降りろ」

　浅川が言う。おれは言われるとおりにエンジンを止め、車から降りた。浅川はおれの腕をつかんで事務所のドアへ行き、ズボンのポケットからキーホルダーを出してドアを開けた。

　事務所は無人だった。浅川はおれを軽く突き飛ばし、壁のスイッチを入れた。明かりがともる。ドアをロックすると、彼は部屋の真ん中にあるソファを指し示した。

「まあ座れ」

　俺は言われるとおりにソファの隅っこに腰を下ろした。怯えて体を震わせる演技は相変わらずだ。浅川はおれの隣に密着するように座った。

「美人だなあ」

　間延びした声で言うなよ。

「洋子よりいいくらいだ」

「帰してください」

「しばらくの間だ。すぐに済む。そうしたら解放してやる」

　手籠めにでもするのかな。

「コーヒーでも淹れろ」

　浅川は部屋の隅にあるコーヒーサーバーを指さした。おれは立ち上がり、震える手で紙コップにコーヒーを入れた。紙コップと砂糖のスティックとフレッシュを浅川の前に置く。

「お前も飲め」

　二度同じことをさせられた。おれは再び浅川の横に座った。だが、コーヒーには手をつけなかった。

「何だ、飲まねえのか。せっかく飲めと言ってやってるのに」

「帰してください」

「だから、ちょっとの辛抱だって言ってるだろう！」

　いきなり怒鳴る。おれは恐怖に身をすくみ上がらせるふりをした。

「あたし、明日の朝は会議で早いんです」

「どんな仕事をしてるんだ」

「普通のOLです」

「もっといい仕事を見つけてやる」

　なるほど。風俗で働かせるつもりなのか。それとも売春組織に売り飛ばすか。この事務所自体が売春組織を持っていたりしてな。おれはしばらく様子を見ることにした。

　浅川はテーブルの上にある電話に手を伸ばした。相手が出ると、横柄な口ぶりで何やら指示を出している。それからもう一人に電話すると、今度はですます調の言葉になった。組長かな。若頭か。それとも、浅川自身が若頭かもしれない。しかし、こんなことをするところを見ると、若頭ではないかもしれない。それとも、弱小暴力団だから、若頭もそういうことをしているのだろうか。

　電話が終わると、浅川はおれに顔を向けてじろりとにらみつけた。

「仲間がやってくる。もう少しの辛抱だ」

「あたしに何をするんですか」

「それはみんなが揃ってから話す」

「帰してください」

「そうはいかねえな」

「それと、洋子さんのお金を返してください」

　浅川はおれの顔を思いっきり平手打ちした。おれはソファの上に倒れ込んだ。泣きべそをかくふりをしながら、おれはすぐに起き上がった。

「二百万、返してください。あのお金がないと、あたしも洋子さんも困るんです」

　もう一度平手打ち。ちょっとひりひりした。おれも次第に我慢の限界に近づいてくる。

「友達思いだなあ。女はそうでなきゃ」

　ふてぶてしい笑い。おれは熱いコーヒーを浅川の顔にぶっかけてやろうかと思ったが、やめにした。もう少し、チャンスを待ったほうがいい。

　ドアのすりガラスに二つの人影が映る。浅川は立って鍵を開けに行った。男二人が入ってくる。一人は五十代前半ぐらいの恰幅のいい男で、もう一人は三十代前半の痩せた男だ。二人とも、黒いシャツ、白いネクタイをしている。

「この女か」

　五十代前半が開口一番、そう言った。

「はい」

　浅川の返事は恭しい。

　五十代前半はおれの横に座った。浅川も三十代前半も立ったままだ。三十代前半のほうが五十代前半にコーヒーを差し出す。五十代前半はゆっくりとコーヒーに口をつけ、それからおれに顔を向けた。

「お嬢さん。名前は何と言う？」

　意外に優しそうな声だ。組長かな。おれは怯えたふりをしてソファの上を後ずさった。

　浅川がおれの頭を小突いた。

「組長に返事をしろ！」

　そうか。やっぱり組長か。

　ここで射殺したら、おれの命もおしまいかな。いや、おれはそうした場合の対処法を心得ている。誰もおれの仕業だと思わないだろう。敵対している暴力団の仕業と思うだろう。

「……堀江雅子です」

　おれは小声でこたえた。

「ふつうのOLらしいです」

　浅川が組長に言った。

「そうかそうか。社内でも評判の美人で通っているんじゃないかね」

　おれはこたえなかった。ふたたび、浅川が頭を小突く。

「そ、そんなことありません」

「お嬢さん、うちで働く気はないかね？」

「あたし、仕事を変えるつもりはありません」

　みたび、浅川が小突く。だんだんどつき漫才みたいになってきた。

「話を聞け」

「ど、どんな仕事ですか」

「いわば、芸能人みたいな仕事だ。楽な仕事だぞ。周りにちやほやされていればそれでいい」

　芸能人みたいな仕事か。AV女優にでもさせるのかな。同時に客を取らせたりして。

「二百万返してください。そしたら考えます」

　おれは浅川に言った。浅川は顔をどす黒くし、おれのこめかみを殴った。

「生意気なこと言いやがって！」

「浅川、この女から二百万もふんだくったのか」

　組長が途端に険しい顔をして浅川を見上げた。

「いや、その」

　浅川はしどろもどろになる。

「冴木洋子から金を借りただけです」

「返してください」

　今度は浅川はおれを殴らなかった、

「でないと、あたしも洋子さんも困るんです」

「返してやれ」

　組長がドスの利いた声で言った。へえ、と浅川は頭を下げる。これでとりあえずは第一の目的を果たした。あとは実際にその二百万を受け取り、とんずらするだけだ。おもちゃは必要なかったかな。しかし、このままでは今後も洋子は浅川に苦しめられ続けるだろう。何とかしてやりたいものだ。

「家に帰ってから、あとで返します」

「そうしたほうがいい」

　組長が優しそうな顔でおれに言った。

「お嬢さん、すまなかったな。うちの者が迷惑かけたみたいで」

「あ、ありがとうございます」

「じゃあ、おれはこいつを連れていきますんで」

　浅川が組長に言う。組長は「よろしく頼んだぞ」と言って立ち上がった。

「ど、どこへ行くんですか」

「黙ってついてきな」

　おれは浅川に腕をつかまれ、立ち上がらせられて、四人とも同時に事務所を出た。組長と三十代前半はビルの駐車場へ消えていき、おれはまたクワトロに乗せられた。今度もおれが運転する。

「どこへ行くんですか。もう家に帰してください」

「金を返してほしいんだろう」

　浅川が助手席ですごむ。

「仕事の説明もしてないだろう」

　おれはクワトロを発進させた。浅川の指示通りに運転していく。おれはハンドルを握って前を向いたまま、浅川に話しかけた。

「仕事って、どんな仕事ですか」

「あとで説明してやるよ」

「あたし、会社を辞めたくありません」

「そうはいかねえな。早めに退職願を出したほうがいい」

　おれは泣き顔を装った。

　おれが連れていかれたのは、とある小さなマンションだった。浅川は何も言わないが、たぶん、浅川の自宅だろう。

「上がれ」

　浅川はドアを開けると、おれに言った。おれは震える手でパンプスを脱ぎ、部屋に上がった。浅川はおれの腕をつかみ、半ば強引に奥の部屋に連れていく。そこにはシングルのベッドがあった。そこに、浅川はおれを突き倒す。おれは派手に倒れ込んだ。見上げると、浅川は無表情のままさっそくベルトをはずしはじめた。

「な、何するんですか」

「わかってるだろう」

「やめてください」

「そうはいかねえな。おれは必ず商品に手をつける主義なんだ」

「やめてください」

「いちいちうるせえ！」

　浅川はおれの頬を思いっきり平手打ちした。くそ。ここまで我慢する必要はないぞ。おれは太ももの内側に手を伸ばしはじめた。しかし、すぐに浅川がのしかかってきて、おれは体の自由を奪われた。浅川はおれの両肩を押さえ込み、それからもう一度頬を平手打ちした。

「やめてください」

　おれは蚊の鳴くような声で言う。

「おとなしくしな。そんなに乱暴にはしない」

「お金を返してください」

「まだそんなこと言ってるのか」

「お金を返してくれたら、諦めます」

「しょうがねえなあ。ちょっと待ってろ」

　浅川は体を起こし、部屋の壁の一面を占める押入れを開けた。下のほうから手提げの小型金庫を取り出し、ふたを開ける。そこから札束を二つ掴み取り、おれに向かって投げてよこした。

「これで十分だろう」

　おれは札束をひっつかみ、とっさに立ち上がって玄関に向かって走った。浅川が後ろからつかみかかる。隣のキッチンのテーブルが邪魔で、おれはちょっと遅れた。浅川が追いついた。

　おれはもんどりうって前方に倒れかかった。辛うじて持ちこたえ、後ろを振り返る。

　浅川は立ち止まり、目をまんまるに見開いていた。

　その手は、おれのかつらを掴んでいた。

「何だ、かつらだったのか」

　おれはついつい頭のネットに手をやってしまった。しかし、浅川はまだおれが男だと気づいていないらしい。ただのショートヘアの女がロングのかつらを被っていたと思っているのだろう。

　浅川はおれのかつらを床に放り投げた。

「かつらはどうだっていい。逃げられると思うなよ。さあ、こっちへ来い」

　浅川が掴みかかる。おれはあおむけに倒れ込んだ。浅川は全身でおれにのしかかり、ふたたびおれの両肩を押さえ込んだ。おれはもがいた。そろそろ本気を出すかな。おれは浅川の片手を振り切り、顔面にこぶしを叩き込んだ。

「いて！」

　浅川の鼻から血がしたたり落ちる。顔がどす黒くなった。おれの頬を力いっぱい平手打ちする。

「何しやがる。いい加減にさらせ」

　おれは浅川を押し戻して立ち上がろうとした。だが、浅川はもう手加減していなかった。全力でおれを押さえ込んでおり、おれはもがいたが呪縛を解くことができなかった。浅川は鬼のような形相でおれのワンピースの胸のあたりに掴みかかる。おれは脚を振り上げ、浅川の股間を蹴った。浅川は悲鳴を上げておれの上から飛びのいた。おれは立ち上がった。

　そして、ワンピースの胸のボタンが飛び散っていることに気づいた。

　その奥のブラジャーと、ブラジャーに詰めた粘着型シリコンバストが露わになっていた。

　再び、浅川が目を剥く。

「──お、男だったのか」

　おれは喘ぎながら、それでもにやりとふてぶてしい笑みを浮かべた。

「今頃気づくとはな」

「貴様、いったい何者だ」

「冴木洋子の白馬の騎士だ」

「くそ」

　浅川がつかみかかる。おれはとっさにワンピースをまくり上げて太ももに手を伸ばした。浅川のほうがはやかった。おれはおもちゃを取り出さないうちに突き飛ばされ、思いっきり床に叩きつけられた。浅川がのしかかる。おれは何とかおもちゃを股間から取り出した。手で探って安全装置をはずし、銃口を浅川の顔に向ける。浅川は目を剥いてとっさにおれの手に掴みかかった。意外なほど力が強い。おれの手は床に落ち、釘づけにされた。浅川が銃を奪い取ろうとする。おれはもがいた。浅川は左手で銃を持ったおれの手を押さえ込み、右手の拳をおれの腹に叩き込んだ。

「くそ！　どこの組の者だ！」

　おれはこたえなかった。おれは浅川の左手を振り切り、顔面に頭突きした。浅川はのけぞっておれの体から離れた。おれは右手に銃を掴んだまま、左手を床について立ち上がった。浅川は派手に鼻血を出して尻餅をついている。おれの頭も彼の鼻血で汚れているだろう。

「いったい何者だ」

　浅川は尻餅をついたまま後ずさりした。おれはおもちゃを彼の胸に向ける。

「冴木洋子から手を引きな」

「何だと」

「お前が洋子にたかっているのはわかってる。今まで奪った金を全部返せ。そして手を引け」

「わ、わかった」

　浅川は後ろに両手をついて立ち上がった。開いたままの押入れのところに戻り、ふたたび金庫に手を伸ばす。

　次の瞬間、彼の右手にはニューナンブM60が握られていた。

　銃声とともに、弾丸がおれの頭の横をかすめる。おれはとっさに横へ飛び、撃ち返した。

「くそ！」

　再び銃声がする。おれはその前にベッドの陰に倒れ込んでいた。みたび銃声。おれはベッドの下から向こうを覗き込み、浅川の足を撃った。

　浅川が悲鳴とともに倒れる。おれは立ち上がった。

　ベッドの向こうを見ると、浅川が左手で足を掴んでのたうち回っていた。右手は銃を握ったままだ。おれに気づくと、倒れ込んだまま後ずさった。おれは自分のおもちゃを彼の頭に向けた。

「冴木洋子から手を引け」

「ほざけ」

　おれは浅川のすぐ脇の床を撃った。浅川は両手で頭を庇い、後ずさりした。

「冴木洋子から手を引け。二度と顔を出すな」

「わ、わかった」

　嘘だ。そんな約束、するはずがない。やはり、殺さなくてはだめか。おれの正体もばれちまったしな。しかし、おれは殺しが好きじゃない。どうしても必要にならなきゃ、殺しは避けたい。

　それと、何度も銃声が轟いた。夜もそんなに更けてはいない。誰かが警察に通報するだろう。警察がやって来るだろう。早く決着をつけなければ。

「わかった。約束する。洋子にはもう近づかない」

「それと、金だ」

「ここにはあんまり金がない」

「とりあえず、ある分だけ出せ」

「わかった」

　おれのおもちゃの銃口に目を向けたまま、浅川は立ち上がった。足を引きずりながら手提げ金庫のところへ戻り、札束を取り出す。それを左手でおれのほうに放り投げた。右手は銃を握ったままだ。

「床に落とすな。拾え」

　浅川は言うとおりにして、札束を拾い上げ、おれに差し出した。

「銃をよこせ」

　浅川はグリップのほうをおれに向けて差し出した。おれはそれを受け取ろうとする。そのとき、浅川がとっさに片手を振り上げた。おれのおもちゃが手からはじけ飛ぶ。おれはすばやい動きでふたたびベッドの向こうに隠れた。銃声がする。

「死ね！」

　浅川がベッドの上にダイブする音がした。またも銃声。弾丸はおれの頬をかすった。おれは声を上げて浅川に掴みかかった。そのまま、ベッドの上で揉みあいになる。おれはベッドの下に突き飛ばされた。目を上げると、浅川がおれの眉間に銃を突きつけるのが見えた。

　手が何かに触った。おれはとっさにそれを握りしめた。浅川の銃をよけながら、おれは両手で彼を撃った。

　眉間に、赤い花びらが開く。

　血を頭からほとばしらせながら、浅川はベッドに倒れ込んだ。

　おれは足で浅川の体を突っついた。そんなことをするまでもない。それからおれは事態に気づいて、とっさに札束を拾い、かつらを拾って頭に乗せ、銃を太ももの内側に戻して部屋を出た。ワンピースの胸を片手で押さえて全速力で走り、クワトロの停めてある駐車場に向かった。乗り込み、急発進する。どこかでパトカーのサイレンの音がするような気がしたが、空耳だったかもしれない。







【つづく】








　俺対サンダークロスのスケッチ










　12月と言えばクリスマス、サンタクロースなので、サンタロボのサンダークロスを登場させました。毎度のボロボロ状態です。

　3DCGマンガは準備さえできていれば結構楽しく作れるものの、準備が大変。同じものが四回くらい登場するとモデリングしても元取った感じになるね。

　これは3DCGを利用して漫画を描くことのお試しでやってまして、ここまでの問題は動きの表現が伝わりづらいことです。3DCGでなくても絵を詳細に写実的に描けば描くほど止まって見えるのです。モーションブラーが無いからだとして、ブラーを付けたとしてもぶれている表現の記号を付けただけで絵に融合していかないというか、却って止まって見えてしまいます。それよりも雑に描いたスケッチのほうが線も走っていてスピード感も勢いもあります。じゃぁ、3DCGで輪郭を表現して、モノクロにしたらいいのではというと、先に書いた詳細に描いた写実的な白黒の絵が出来上がるだけなのです。

　マンガは線で手描きした絵という技術的な部分も含めて完成されているのかなと、今は考えています。

　商業作品で細密に描いたり、3DCGを多用したマンガもたくさんあって、それはマンガじゃないなんてことは全く無いんだけど、写実的であればあるほど吹き出しのセリフが紙の表面で滑って見えるんだよね。かといって様々な絵が中心にあるジャンルの絵は複雑で細密になっていくのは、漫画に限ったことじゃないので自分の違和感なんか気にせずにじゃんじゃん描いた方がいいのだろうけど。


花心
　つちやまさみ



　12月

　夕辺に

　今日一日

　事無きを

　安堵する



【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
　本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。 




「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。




「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。 




「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。 




「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか？

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE






今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
　弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。 




「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか？ 




「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか？ 

「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22









理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
　夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8






ぱおにゃん？ 弾射音ショートショート集Vol.2
　暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん！」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう？……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録｡本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78






デイズ・オヴ・ホミサイド
　どうして人を殺すのが悪いことかわからないって？ じゃあ、こんな話はどうだ？……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA






彼女の手の中のバービー
　彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく－－美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。 




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ






レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
　僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。 

　いどぅるが手許にないのだ。 

　人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。 

　そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。 

　ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。 

　行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。 

　そんなとき、少女・ナオミが現れる。 

　彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。 

　はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか？ 

　夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0






A FUNNY STORY OF A SAD STORY
　Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world? 




　This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE

※この本は英語版です。






HAPPY ENDING and MIAI
　This book contains two love stories that occurred in Japan. 

　“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her? 

　“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS

※この本は英語版です。






パッチワールド
　人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E



【murbo既刊本】



宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
　架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80






宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ






戦え！宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG



編集後記


murbo／とりあえず、第25号の編集後記です。

皆さまおつかれさまです。




ドラゴン／お疲れさまです。

前回は失礼致しました。




murbo／いえいえ、続けられればOKですよ！




ドラゴン／いやはや、いろいろあるもんですねぇ人生。

ついでに会社辞めちゃいましたよ（笑）




murbo／あり過ぎですよw

会社作るしかないですね。




ドラゴン／だはは！その際はぜひご一緒して下さい（笑）

ところで今回の表紙は何処で？




murbo／表紙は明治時代のコンピュータという体裁で見ていただけるといいなと思いながら、明治時代のX線の機械です。

しばらく明治時代の物体が続きます。




ドラゴン／実はまだ写真見てないんですが（笑）すごいとこ狙ってきてますね！しかもシリーズですか。




murbo／明治村は偉大ですねw




ドラゴン／明治村はこの地域の誇りの一つですね♪




murbo／そうですね。じわじわ敷地も広がってますし、そのうち犬山市全部が明治村になる勢いです。




murbo／実は今号は皆復帰なのでした。




渡辺哲也（以下、渡辺）／先月はすみませんでしたw

ていうか、もう1ヶ月経ったのか……。




murbo／早いですね。




渡辺／なにもしないまま時間が過ぎていく……（＾＾；




murbo／マジ、ほんとそうです。世の中についていけないですよw




渡辺／もう、新しいこと追うの辞めて、手持ちのスキルでやりくりしないとダメだな～と思い始めましたよw




murbo／それ思いますよ。基本に帰るしかないです。




murbo／ヌエ、よく見たら結構大きい設定なんですね。




渡辺／そうです、自由気ままな怪物で、調教師が指示を出すような

言う事聞かない鉄人みたいなのを考えてました。




ドラゴン／言うことを聞かない鉄人w始末悪いですね……好きですがww




渡辺／敵を倒した後、捕まえておとなしくさせるために、

生贄捧げて何とかの儀みたいなのをやるとか面白いかな～と思ったんですけどねw




murbo／生け贄の内容にうるさそう。




ドラゴン／ちょっと怪人入ってますねw




渡辺／アニメじゃないと思いますけど、なにかしらに出来たらいいな～。




murbo／マンガとか絵物語とか？

僕、マンガ習おうと思ってるんですよ。




渡辺／習う？w

自分的にはゲームとかが近いかな～




murbo／漫画家が納品する体裁というか、手描きのマンガの技術みたいな。イラストの納品原稿しか知らないので。

ゲームはスマホ対応のような？




渡辺／現状はwindows版しかノウハウが無いんですけど、そうですね～。

漫画誰に習うんですか？




murbo／お馴染みの服部さんです。今のトレンドっていうより、昔ながらの基本的なのが知りたいですし。




渡辺／僕も行こうかなw




murbo／まだスケジュール決まってませんけどw 

ファミレスとかで、何とかならんものかと。

未だにネームの意味がわかっていないくらなんですよ。




ドラゴン／漫画、私も習えるなら習いたいなぁ……。

なんも知らないどころか絵心もないですが。

憧れます。




murbo／紙と鉛筆があれば漫画って描ける!っていうものでなくて、マンガ家が漫画を納品するまでにどんな作業をするかみたいな感じのことを教えてもらえないかなというものなんですよ。

ラジオとかTVとかイベントなども同様にやり方を学んでおりまして、そういえば漫画は知らないなあと今更思い返して、いろいろ最近失うものが多いように感じるので、なにか基本を学ぶとちょっとは道が開けるんじゃないかとか、安い期待をしております。

マンガそのものの書き方も習えたら直良しですし。




ドラゴン／なるほど、そういった実務方面ですか。どんなものでもそうでしょうが、確かに業種ごとの納品までの実際ってわからないですね。

だから二の足を踏むってこともありますもんね。




murbo／実際、納品の仕様なんてローカルルールもあるので、唯一ではないし、時代でも違うし、今更な気も大いにあるんですが、基本を知って崩すのがいいのかなと。

見た目としておじさんが集まってファミレスで漫画を描く勉強をするという、俯瞰の絵が面白おかしいんじゃないかと思って。マンガプレイですねw




ドラゴン／ローカルルール……これ私もかなり悩まされました。お客さんや業者で仕様書から証書から流れが全く違うという。基本があった上でのそれぞれのやり方なんですが、やっぱり基本を知らないと話にならないこはありますね。

しかしおっさんがファミレスで集まってるだけでも異様なのに、みんなして漫画を描いている俯瞰……地獄絵ですね。




murbo／広告作ってると思った以上に業界をまたぐので、ローカルルールは最初から考慮するようになりました。単語一つ共有できないだけで最初はイラついてばっかりでしたねw

マンガ勉強会はベレー帽かぶってこないといけないんですよw




ドラゴン／えっ！私、ベレー帽を被ると強○魔にしか見えませんよ。ルパシカも着ますか？




murbo／いえいえ、できれば太い黒縁の眼鏡も着用ですね。

マンガの神はこのようにおっしゃっています。

「みなさん私のベレー帽を捜してください!! あれがないと描けないんです!!」

マンガはベレー帽で描くんです。と明後日の方向へw




ドラゴン／ほう、そんなエピソードが！

わかりました、私もベレー帽に黒縁メガネで。ペンネームは手○キ治！

あんまりこんなこと書いてると、ますます身内に読ませらんないですね（笑）早速別れられたりして……。

はんせーしてまーす。




murbo／そんなこんなで、北極大陸の勉強会をいつかやりましょうw




ドラゴン／お願い致します！




murbo／そろそろまとめましょうか。実は年末号ですしw




渡辺／もう年末かー




murbo／本当に年末感が毎年薄れています。年始もやばいですし。分かりやすくハロウィンみたいなイベントを年末年始にやってほしいです。




渡辺／次回は正月ロボにしようw




murbo／めでたい！

このめでたさを維持したままそろそろお開きにしたいと思います。

次号は来年2017年一月配布予定です。少しでも継続出来るように頑張ります。


　北極大陸　第25号

　2016年12月1日発行

　編集、レイアウト／murbo

　発行／電子パブ
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